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  1月号曲千
　 今月の主な紙面

12月10日から14日までの5日間にわたり、武水別神
社一帯で、「大頭祭」が行なわれました。各地区の氏子
の中から選ばれた5人の頭

と う に ん

人らが、斎の森神社から武
水別神社までの約1キロメートルを練り歩きました。

今月の表紙

年頭のごあいさつ
平成30年千曲市10大ニュース
市政トピックス
（ハンガリー卓球連盟と協定を締結など）
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謹賀 新年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶よ

ろ
こ

び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
千
曲
市
で
は
、
都
市
計

画
道
路
千
曲
線
開
通
の
ほ
か
、
こ

と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
千
曲（
更
埴
体

育
館
）の
完
成
、
戸
倉
上
山
田
中

学
校
落
成
な
ど
、
ま
さ
に
、
合
併

時
の
目
標
で
あ
る「
市
の
一
体
感

の
醸
成
と
均
衡
あ
る
発
展
」に
寄

与
す
る
大
型
事
業
が
完
了
し
ま
し

た
。ま

た
、昨
年
11
月
、「
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」に
当
た

り
、
市
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
卓
球
連
盟

と
の
間
で
、
同
国
の
卓
球
選
手
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
事
前
キ
ャ

ン
プ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
な
ど
を

明
記
し
た
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
今
後
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
が
図

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
に
よ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
効
果
が
現
れ
は
じ
め
て
き
て

い
ま
す
。
昨
年
は
、
千
曲
市
を
舞

台
に
4
本
の
映
画
撮
影
が
完
了

し
、
こ
の
春
か
ら
順
次
公
開
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
各
地
で
地
震
や
豪
雨
・

台
風
な
ど
に
よ
り
多
く
の
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。「
逃
げ
遅
れ

ゼ
ロ
」「
被
害
の
最
小
化
」を
目

指
し
、「
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無

線
整
備
工
事
」な
ど
、
総
合
的
な

防
災
・
減
災
対
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
な
ど
、
社
会
を
取
り
巻
く
環
境

は
加
速
度
的
に
変
化
し
、
抱
え
る

課
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
子
育
て
支
援
や

高
齢
者
福
祉
に
力
を
注
ぎ
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
5
月
の
改
元
ま
で
あ

と
4
か
月
と
な
り
、
平
成
の
次
な

る
時
代
を
迎
え
ま
す
。
9
月
の
開

庁
を
目
標
に
新
庁
舎
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
好
機
と
捉
え
、
更
な
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
市
民
の
皆
様
を
は
じ

め
、
千
曲
市
が
平
和
で
良
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

2019

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶よ
ろ
こび
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
市
議
会
に
対
し
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
西

日
本
豪
雨
を
は
じ
め
、
大
阪
北
部

や
北
海
道
地
震
、
北
陸
の
豪
雪
被

害
な
ど
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
、
姉

妹
都
市
宇
和
島
市
に
お
き
ま
し
て

も
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々

に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆

さ
ま
に
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

日
頃
の
備
え
、
警
戒
を
大
き
く

上
回
る
近
年
の
災
害
で
す
が
、
い

つ
何
時
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自

然
災
害
に
対
し
て
は
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
普
段
か
ら
の
準
備
、
意

識
が
大
切
で
す
。
市
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
引
き
続
き
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

私
ど
も
市
議
会
は
、
執
行
機
関

に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て

市
民
の
負
託
に
応
え
る
と
と
も

に
、
活
力
あ
る
開
か
れ
た
議
会
と

し
て
更
な
る
機
能
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
議
会
運
営
委
員
会
を
中

心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
協

議･

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
日
頃
の
議
会
活
動
を
市
民
の

皆
様
に
細
や
か
に
情
報
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
や
、
市
民
の
皆
様

の
多
様
な
意
見
の
的
確
な
把
握
に

努
め
、
自
治
体
の
団
体
意
思
決
定

機
関
と
し
て
千
曲
市
の
発
展
の
た

め
、
一
層
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
市
民
各
位
の
格
別
な
る

ご
支
援
・
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
皆

様
に
と
っ
て
、
す
こ
や
か
で
実
り

多
き
年
に
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

寿
岡
お か だ

田 昭
あ き お

雄千曲市長千曲市議会議長 荻
お ぎ わ ら

原 光
こ う た ろ う

太郎

年頭のごあいさつ
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ニュース 10大
平成30年 千曲市

平成30年を振り返ります。昨年１年間にあった千曲市のできごとです。

姨捨スマートインターチェンジが24時間化

6月1日から長野自動車道姨捨サービスエリアのスマ
ートインターチェンジが24時間利用可能となりまし
た。これまでは午前6時から午後10時までに限られ
ていましたが、市民の皆さんの声により利用時間の
制限がなくなりました。

TommyCHO さん（兵庫県神戸市）
は、県内外問わず海外でも活躍してい
る鍵盤ハーモニカ奏者です。千曲市と
の縁は、平成17年の長野県ツアーで訪
れたのがきっかけで、これまでに「あ
ん姫のうた」の作曲に携わりました。

T
ト ミ ー チ ョ ウ

ommyCHO さんに観光大使を委嘱

鍵盤ハーモニカ奏者の

3月

「ことぶきアリーナ千曲」が完成
「戸倉上山田中学校新校舎」・

5月

8月

地域スポーツと健康
を支える体育館とし
て、平成29年1月から
工事を進めてきました

「ことぶきアリーナ千曲
（更埴体育館）」が5月
31日に完成しました。

6月
都市計画道路「千曲線」が開通

都市計画道路「千曲線」の鋳物師屋・寂蒔区間650
メートルの工事が終わり、6月23日に開通しまし
た。千曲線は粟佐から磯部までを結ぶ路線で、全長
約9キロメートルです。未開通であった鋳物師屋・
寂蒔区間は、平成21年度から工事着手し、歩道を
含めて幅員16メートルの2車線に整備しました。

6月

平成24年度から改築
事業を進めてきました

「戸倉上山田中学校」
の校舎や新体育館な
どが8月31日に完成
しました。

平成30年7月豪雨で姉妹都市・宇和島市へ
人的・物的支援を実施

7月9日に宇和島市へ備蓄していた飲料水1.5リットル
入りペットボトル800本、500ミリリットル入り5,400
本を届けました。また道路や橋梁の被災状況を調べる
ため、土木技術職員4人を約2週間派遣したほか、市か
らの見舞金や市民及び区・自治会から寄せられた義援
金を送りました。

7月

平成31年春の全国劇
場公開を控える映画

「4月の君、スピカ。」
ほか、市内を舞台と
した、映画4本・ドラ
マ2本が平成30年に
撮影されました。

ロケツーリズムの推進
～市内を舞台に映画4本・ドラマ2本を撮影～

▲「4月の君、スピカ。」で W 主演を務める
　福原遥さんと佐藤大樹さん（EXILE/
　FANTASTICS from EXILE TRIBE)

第１回千曲市産ワインを楽しむ会開催
市内のブドウ生産者や酒販店、市などでつくる「千曲市ワイ
ンぶどう研究会」が、初醸造した赤ワインの完成披露と市内
産ワインの PR のため、坂井銘醸昭和蔵で試飲会を開きまし
た。ワインには桑原の試験畑で収穫した赤ワイン用のブドウ
品種「マルベック」と「あんず平和酵母」が使われています。

7月 Ｂリーグアーリーカップが県内初開催
県内では初めてとなる男子プロバス
ケットボールリーグＢリーグのアーリ
ーカップ北信越が、ことぶきアリーナ
千曲（更埴体育館）で3日間にわたり開
催されました。大勢のブースター（フ
ァン）が集まる中、Ｂ1・Ｂ2リーグ5チ
ームの熱戦が繰り広げられ、信州ブレ
イブウォリアーズは3位となりました。

9月
千曲市名誉市民に倉

く ら し ま

島 重
し げ と も

友さん9月
千曲市名誉市民の称号を倉科出身
の日本画家、倉島重友さん（茨城県
龍ヶ崎市）に贈ることが、9月議会
で全会一致により決定しました。
倉島さんは平成24年に美術団体

「日本美術院」の展覧会（院展）で最
高賞の内閣総理大臣賞を「合

ね む

歓」で
受賞しました。 合

ね む

歓

ハンガリー卓球連盟と東京オリンピックの

事前合宿に関する協定を締結

11月

岡田市長、荻原市議会議長らが11月14日に、ハンガリー
の首都ブダペストに赴き、ハンガリー卓球連盟と2020年
東京オリンピック・パラリンピック競技大会の事前合宿
に向けた協定を締結しました。
＊詳細は6ページに掲載
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写真①
写真②

市政トピックス

長野市側から差し込む光に拍手

■問い合わせ先　更埴庁舎・建設課（内線5611）                          

千
曲
市
稲
荷
山
と
長
野
市
篠
ノ
井

塩
崎
を
結
ぶ
国
道
18
号
坂
城
更
埴

バ
イ
パ
ス「（
仮
称
）稲
荷
山
ト
ン
ネ

ル
」が
、
平
成
30
年
11
月
27
日
に
貫

通
し
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
は
長
さ
１
７
４
㍍
、
幅

員
10
㍍
の
2
車
線
で
、
7
月
に
千
曲

市
側
か
ら
掘
削
を
始
め
ま
し
た
。
開

通
時
期
は
未
定
で
す
が
、
同
バ
イ
パ

ス
の
延
伸
に
よ
り
、
国
道
18
号
の
渋

滞
解
消
が
期
待
で
き
ま
す
。

現
地
で
行
な
わ
れ
た
貫
通
見
学

会
で
は
、
関
係
者
約
50
人
が
見
守
る

中
、
残
り
2
㍍
の
岩
盤
を
掘
削
機
で

掘
り
進
め
、
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
ま

し
た
。
長
野
市
側
か
ら
差
し
込
む
光

に
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
、
出
席
者

全
員
で
貫
通
を
祝
い
ま
し
た
。

（ 仮 称 ）稲荷山トンネルが貫 通

株
式
会
社
よ
し
も
と
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の「
地
域

発
信
型
映
画
」の
主
な
舞
台
に
千
曲

市
が
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成

30
年
11
月
21
日
に
武
水
別
神
社
で
、

撮
影
成
功
祈
願
と
制
作
記
者
会
見
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
発
信
型
映
画
は
、
市
民
が
エ

キ
ス
ト
ラ
で
出
演
し
た
り
、
炊
き
出

し
の
提
供
な
ど
を
行
な
っ
た
り
す
る

こ
と
で
制
作
協
力
を
し
、
ま
ち
の
魅

力
を
全
国
に
伝
え
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

県
内
で
は
初
め
て
の
制
作
と
な

り
、
姨
捨
の
棚
田
、
武
水
別
神
社
、

戸
倉
上
山
田
温
泉
で
12
月
6
日
か
ら

12
日
に
か
け
て
ロ
ケ
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

映
画
の
タ
イ
ト
ル
は「
透
子
の
セ

カ
イ
」で
す
。
上
映
時
間
70
分
ほ
ど

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
要
素
も
あ
る
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
映
画
で
、
巫み

こ女
で
あ
る
主

人
公「
透
子
」を
中
心
に
地
域
住
民

と
の
交
流
を
描
き
ま
す
。
4
月
の
沖

縄
国
際
映
画
祭
で
初
上
映
さ
れ
、
そ

の
後
一
般
上
映
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。メ

ガ
ホ
ン
を
取
る
の
は
、
映
画

「
カ
メ
ラ
を
止
め
る
な
！
」で
撮
影

監
督
を
務
め
た
曽
根
剛
さ
ん
で
す
。

主
演
は
、
若
手
女
優
の
吉
本
実
憂
さ

ん
が
務
め
ま
す
。

■問い合わせ先　市総合観光会館・観光交流課
                          （℡026-275-1753）

ハ ン ガ リ ー 卓 球 連 盟 と

協 定 を 締 結

東京オリンピックでの事前合宿地に

■問い合わせ先　戸倉庁舎・生涯学習課（内線6341）

よしもと「地域発信型映画」の
舞台に千曲市が決定

扇平橋の新設と道路拡幅

■問い合わせ先　更埴庁舎・建設課（内線5611）                          

戸
倉
上
山
田
地
区
と
長
野
自
動
車

道
麻
績
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
結
ぶ

主
要
地
方
道
大
町
麻
績
イ
ン
タ
ー
千

曲
線
の
う
ち
、
延
長
７
４
０
㍍
の
上

山
田「
扇
平
工
区
」の
工
事
が
終
わ

り
、
平
成
30
年
11
月
17
日
に
開
通
し

ま
し
た
。

扇
平
工
区
は
平
成
25
年
度
に
工
事

着
手
し
、
連
続
す
る
カ
ー
ブ
を
解
消

す
る
た
め
、
新
た
に
全
長
54
㍍
の
扇

平
橋
を
整
備
し
た
ほ
か
、
最
小
４
・

５
㍍
の
幅
員
を
7
㍍
の
2
車
線
に
拡

幅
し
ま
し
た
。

市
総
合
観
光
会
館
で
開
か
れ
た
開

通
式
後
、
扇
平
橋
に
移
り
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
通
り
初
め
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

大 町 麻 績インター千曲線の
上 山田「 扇

お う ぎ ひ ら

平 工区 」が 開 通

映画ロケ地で地域を活性化

 至上山田 至麻績  扇平橋
 改良道路
 従前道路

 扇平工区 大町麻績インター千曲線
●2●1

▲岩盤に穴が開き、光が差し込む瞬間

▲トンネル坑内の様子

市
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
卓
球
連
盟
と

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の「
事

前
合
宿
」に
向
け
た
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

岡
田
市
長
、
荻
原
市
議
会
議
長
ら

が
、
平
成
30
年
11
月
12
日
か
ら
16
日

に
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
渡
航
し
ま
し
た
。

14
日
に
首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
、
岡
田

市
長
が
同
国
卓
球
連
盟
の
ナ
ト
ラ

ン
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
会
長
と
協
定
書
に

調
印
し
ま
し
た
。

協
定
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
卓
球
選
手
の
出
場
が

決
ま
っ
た
場
合
、
事
前
合
宿
地
と
し

て
こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
千
曲（
更
埴

体
育
館
）の
使
用
や
、
選
手
ら
が
住

民
と
交
流
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
位
置
す
る
ハ
ン

ガ
リ
ー
と
は
、
平
成
3
年
に
合
併
前

の
旧
上
山
田
町
で
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ

ー
現
代
版
画
展
が
行
な
わ
れ
て
以

来
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
が
27
年
間

に
わ
た
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
平
成
17
年
に
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
冬
季
世
界
大
会
長

野
で
、
同
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

▲武水別神社で行なわれた制作記者会見の様子
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公
平
委
員
会
委
員
を
紹
介

市
議
会
9
月
定
例
会
で
議
会
の
同

意
を
得
て
、
中
村
ト
モ
エ
さ
ん
が
千

曲
市
・
坂
城
町
等
公
平
委
員
会
委
員

に
選
任（
再
任
）さ
れ
ま
し
た
。任
期

は
、
平
成
30
年
11
月
21
日
か
ら
4
年

間
で
す
。

公
平
委
員
会
は
、
千
曲
市
や
坂
城

町
、
葛
尾
組
合
、
千
曲
坂
城
消
防
組

合
の
職
員
の
利
益
保
護
と
公
正
な
人

事
権
を
保
障
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

た
行
政
委
員
会
で
す
。

主
な
職
務
は
、
職
員
の
給
与
や
勤

務
時
間
な
ど
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

措
置
要
求
を
審
査
し
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
こ
と
や
、
職
員
の
不
利
益

処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
し
立
て
に

対
す
る
裁
決
、
ま
た
は
決
定
を
行
な

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
公
平
委
員
会
事
務
局

（
内
線
５
７
２
２
）

医
療
費
通
知
が
所
得
税
の
医
療
費
控
除
の
申
告
に
使
え
ま
す

■
医
療
費
通
知
の
発
送

○
国
民
健
康
保
険

　
平
成
30
年
1
月
か
ら
4
月
診
療
分

は
8
月
に
、
5
月
か
ら
7
月
診
療

分
は
11
月
に
送
付
済
み
で
す
。
平

成
30
年
8
月
か
ら
10
月
診
療
分
は

2
月
上
旬
に
、
平
成
30
年
11
月
か

ら
12
月
診
療
分
は
4
月
以
降
に
送

付
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
医
療
費

通
知
は
世
帯
単
位
で
送
付
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
個
人
単

位
で
送
付
し
て
い
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療

　
平
成
30
年
1
月
か
ら
10
月
診
療
分

は
１
月
下
旬
に
、
平
成
30
年
11
月

か
ら
12
月
診
療
分
は
3
月
下
旬
に

送
付
予
定
で
す
。

■
注
意
事
項

○
平
成
30
年
分
の
所
得
税
な
ど
の
確

定
申
告
の
際
に
、
医
療
費
通
知
を

使
用
し
て
医
療
費
控
除
の
申
告
を

す
る
場
合
は
、１
月
か
ら
10
月
診

療
分
の
医
療
費
通
知
と
11
月
及
び

12
月
診
療
分
医
療
費
の
領
収
書
に

基
づ
き
作
成
し
た「
医
療
費
控
除

の
明
細
書
」が
必
要
で
す
。
ま
た
、

医
療
費
通
知
に
記
載
が
な
い
診
療

分
は
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
の

添
付
が
必
要
で
す
。

○
県
外
の
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し

た
場
合
や
受
診
し
た
診
療
科
に
よ

り
、
通
知
に
記
載
が
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

○
紛
失
な
ど
で
医
療
費
通
知
の
再
発

行
が
必
要
な
場
合
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

○
国
民
健
康
保
険　
戸
倉
庁
舎
・
健

康
推
進
課（
内
線
６
２
５
３
）

○
後
期
高
齢
者
医
療　
長
野
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務

局
業
務
課
給
付
係（
℡ 

０
２
６

－

2
2
9

－

5
3
2
0
）

教
育
委
員
会
委
員
を
紹
介

市
議
会
12
月
定
例
会
で
議
会
の
同

意
を
得
て
、　 

林
由
美
子
さ
ん
と
宮

入
文
雄
さ
ん
が
教
育
委
員
に
選
任

（
再
任
）さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は　
林

さ
ん
が
平
成
30
年
12
月
5
日
か
ら
3

年
間
、
宮
入
さ
ん
が
12
月
20
日
か
ら

4
年
間
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
教

育
総
務
課（
内
線
６
３
１
６
）

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

１
月
１
日
付
け
で
、
大
谷
公
人
さ

ん
が
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
な

っ
た
り
、
法
務
局
や
特
設
相
談
所
な

ど
で
人
権
相
談
を
受
け
た
り
す
る
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
電
話
で
の
人
権
相
談
も
行
な

っ
て
い
ま
す
。

■
電
話
相
談
先　

○
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番（
℡

０
１
２
０

－

0
0
7

－

1
1
0
）

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
℡

０
５
７
０

－

0
7
0

－

8
1
0
）

■
電
話
受
付
時
間　
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
戸
倉
庁
舎
・
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課（
内
線
６
３
３
１
）

中
なかむら

村 トモエ さん
（桜堂）

大
おおたに

谷 公
き み と

人 さん
（若宮）

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

■
加
入
手
続
き　
20
歳
の
誕
生
日

の
前
月
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
国
民
年
金
資
格
取
得
届
」が
届

き
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

現
在
住
ん
で
い
る
市
町
村
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
、
ま
た
は
最
寄
り

の
年
金
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
手
続
き
が
済
む
と
、
基
礎

年
金
番
号
が
記
載
さ
れ
た
年
金
手

帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
が
払
え
な
い
と
き
は

○
学
生
納
付
特
例　
学
生
で
所
得
の

な
い
人
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す

る
制
度
で
す
。

○
納
付
猶
予
制
度　
50
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
や
配
偶
者
の
所
得
が
少

な
い
場
合
に
保
険
料
納
付
を
猶
予

す
る
制
度
で
す
。
猶
予
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
後
か
ら
納
め
ら
れ
、
将
来

の
年
金
額
を
確
保
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
猶
予
を
受
け
て
か
ら
３
年

度
目
以
降
に
納
付
す
る
場
合
は
、

当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
付
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

○
長
野
南
年
金
事
務
所（
℡
０
２
６

－

2
2
7

－

1
2
8
4
）

○
更
埴
庁
舎
・
市
民
課（
内
線

５
４
３
４
）

　林 由
ゆ み こ

美子 さん
（杭瀬下）

宮
みやいり

入 文
ふ み お

雄 さん
（雨宮）

平
成
31
・
32
年
度 （
２
０
１
９
・

２
０
２
０
年
度
）に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
と
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務（
工
事
に
関
係
す
る
測
量
・
設

計
な
ど
の
委
託
業
務
）の
入
札
参
加

資
格
審
査
の
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。現
在
、
入
札
参
加
資
格
の
登
録

が
あ
る
場
合
で
も
新
た
に
申
請
が
必

要
で
す
。

■
受
付
期
間　
2
月
1
日（
金
）か
ら

28
日（
木
）

■
申
請
要
領
・
様
式　
更
埴
庁
舎
管

財
契
約
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

■
申
請
方
法　
添
付
書
類
一
式
を
Ａ

4
サ
イ
ズ
で
統
一
し
、
ダ
ブ
ル
ク

リ
ッ
プ
な
ど
で
ま
と
め
て
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
物
品
購
入
な
ど
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
平
成
30
・
31
年
度
の
入

札
参
加
資
格
者
名
簿
に
未
登
録

で
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申

請
方
法
な
ど
を
確
認
の
う
え
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
管
財
契
約
課（
内
線

５
３
５
２
）

建
設
工
事
・

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
付

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の

わかばやし
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
案
）
と
景
観
計
画
（
案
）の
意
見
を
募
集

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
定

め
、
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
を

示
す
千
曲
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
、
景
観
法
に
基
づ
く
市
の
景

観
形
成
の
方
針
や
基
準
な
ど
を
示
す

千
曲
市
景
観
計
画
に
つ
い
て
、
社
会

情
勢
の
変
化
や
関
連
計
画
の
改
定
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
一
部
見
直
し
を
行

な
い
ま
し
た
。

こ
の
計
画（
案
）の
内
容
を
公
開

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

■
閲
覧
場
所　
更
埴
庁
舎
都
市
計
画

課
、
戸
倉
・
上
山
田
庁
舎
の
市
民

窓
口
課

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き

ま
す
。

■
閲
覧
期
間　
1
月
28
日（
月
）ま

で
■
提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
意
見
を
記
入
の
う
え
、
1

月
28
日（
月
）ま
で
に
閲
覧
場
所

へ
提
出
す
る
か
、
郵
送（
当
日
消

印
有
効
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル（tokei@

city.chikum
a.

lg.jp

）の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
更
埴
庁
舎
・
都
市
計
画
課（
〒

３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
大
字

杭
瀬
下
84
番
地
、
内
線
５
６
２
２
、

FAX
０
２
６

－

２
７
３

－

１
９
２
１
）

第
2
次
千
曲
市
教
育
振
興
基
本
計
画
（
案
）
と

千
曲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育

振
興
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
振
興
を
図
る
た
め
、
そ
の
基
本
的

な
方
針
や
講
ず
べ
き
施
策
を
定
め
る

「
第
２
次
千
曲
市
教
育
振
興
基
本
計

画（
案
）」と
個
別
計
画
で
あ
る「
千

曲
っ
子
教
育
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）」を
策

定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画（
案
）の
内
容
を
公
開

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

■
閲
覧
場
所　
更
埴
庁
舎
案
内
所
、

戸
倉
庁
舎
教
育
総
務
課
、
上
山
田

庁
舎
市
民
窓
口
課

＊
1
月
22
日（
火
）か
ら
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
期
間　
1
月
22
日（
火
）～

2
月
20
日（
水
）

■
提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見･

提
案
用
紙
に
記
入
の
う

え
、2
月
20
日（
水
）ま
で
に
閲
覧

場
所
へ
提
出
す
る
か
、
郵
送（
当

日
消
印
有
効
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル（kyoiku@

city.
chikum

a.lg.jp

）の
い
ず
れ
か

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出･

問
い
合
わ
せ
先　
　
　

　
戸
倉
庁
舎
・
教
育
総
務
課（
〒

３
８
９

－

0
8
9
2　
千
曲
市

大
字
戸
倉
２
３
８
８
番
地
、
内
線

６
３
１
６
、
FAX
０
２
６

－

2
7
5

－

1
4
2
6
）

千
曲
っ
子
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
の
意
見
を
募
集

非
常
勤
職
員
（
介
護
保
険
認
定
調
査
員
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
職
種　

①
嘱
託
職
員
、臨
時
職
員

②
嘱
託
職
員
、臨
時
職
員

■
募
集
要
件
　

①
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
資
格

が
あ
り
、
普
通
自
動
車
免
許
を
保

持
し
、パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

②
福
祉
・
介
護
職
実
務
経
験
が
あ

り
、
普
通
自
動
車
免
許
を
保
持

し
、パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
戸
倉
庁
舎
高
齢
福
祉

課
＊
年
度
途
中
に
現
在
、
杭
瀬
下
に
建

設
中
の
新
庁
舎
へ
変
更
に
な
り
ま

す
。

■
勤
務
期
間　
4
月
1
日
か
ら
1
年

間
■
勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分

■
勤
務
日
数　
嘱
託
職
員
①
・
②

は
一
般
職
員
に
準
じ
、
臨
時
職
員

①
・
②
は
月
11
日
か
ら
15
日

■
賃
金　
　
　

①
嘱
託
職
員　
月
額
19
万
８
６
０
０
円

　
臨
時
職
員　
日
額
７
７
１
０
円

②
嘱
託
職
員　
月
額
17
万
５
６
０
０
円

臨
時
職
員　
日
額
６
７
５
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
希

望
す
る
職
種（
番
号
）を
記
入
の

う
え
、
募
集
要
件
に
係
る
資
格
・

登
録
な
ど
の
証
明
書
の
写
し
を
添

付
し
、１
月
18
日（
金
）ま
で
に
持

参
す
る
か
、郵
送（
当
日
必
着
）し

て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
２
月
上
旬
～
中
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
戸
倉
庁
舎
・
高
齢
福
祉
課（
〒

３
８
９

－

０
８
９
２ 

千
曲
市
大

字
戸
倉
２
３
８
８
番
地
、
内
線

６
２
３
8
）

果
樹
改
植
や
苗
木
購
入
な
ど

に
補
助
金
を
交
付

①
果
樹
改
植
と
低
位
園
の
再
開
発
に

か
か
る
費
用
助
成

■
内
容　
実
施
面
積
５
㌃
以
上
の
圃ほ

場じ
ょ
うに
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
も
も
な

ど
を
改
植
す
る
際
に
要
す
る
費
用

の
う
ち
、
抜
根
、
深
耕
、
整
地
な
ど

を
行
な
う
目
的
の
重
機
借
上
げ
料

及
び
運
搬
料
、
そ
れ
ら
の
作
業
委

託
料
、片
付
け
代
、苗
木
代
、土
壌

改
良
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

＊
補
助
率
2
分
の
1
以
内

＊
個
人
に
対
す
る
労
賃
、
果
樹
棚
に

か
か
る
費
用
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

②
あ
ん
ず
園
の
整
備
な
ど
に
か
か
る

費
用
助
成

■
内
容　
５
本
以
上
の
あ
ん
ず
の
苗

木
を
一
括
購
入
し
た
際
、
苗
木
代

と
圃
場
の
条
件
整
備
に
要
す
る
費

用
を
補
助
し
ま
す
。

＊
補
助
率
3
分
の
2
以
内

■
対
象
者　
市
内
に
農
地
を
有
す
る

農
業
者
ま
た
は
農
業
団
体
の
う

ち
、市
税
の
滞
納
が
な
い
者

■
申
請
方
法
　
申
請
書
と
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
書
の
様
式
は
上
山
田
庁
舎
農

林
課
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取

得
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
上
山
田

庁
舎
・
農
林
課（
内
線
７
２
４
2
）

非
常
勤
職
員
（
管
理
栄
養
士
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
業
務
内
容　
健
診
結
果
に
基
づ
く

保
健
指
導
業
務

■
募
集
要
件　
管
理
栄
養
士
の
資
格

が
あ
り
、
普
通
自
動
車
免
許
を
保

持
し
、パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
更
埴
庁
舎
更
埴
保
健

セ
ン
タ
ー

■
勤
務
期
間　
２
月
1
日
か
ら
３
月

31
日（
次
年
度
へ
の
契
約
更
新
の

可
能
性
あ
り
）

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
勤
務
日
数　
20
日
／
月

■
賃
金　
月
額
17
万
５
３
０
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
栄
養
士
免
許
証
の
写

し
を
添
付
し
、１
月
17
日（
木
）ま

で
に
持
参
す
る
か
、
郵
送（
当
日

消
印
有
効
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
１
月
下
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ

ー（
〒
３
８
７

－

8
5
1
1　

千

曲
市
大
字
杭
瀬
下
84
番
地
、
内
線

５
５
０
９
）

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
募
集
要
件　
市
内
ま
た
は
坂
城
町

の
在
住
者
で
、
普
通
自
動
車
免
許

を
保
持
し
、
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る

人
■
勤
務
場
所　
千
曲
坂
城
消
防
本
部

■
勤
務
期
間　
4
月
1
日
か
ら
1
年

間
■
勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分

■
賃
金　
月
額
15
万
２
１
０
０
円

■
勤
務
日
数　
一
般
職
員
に
準
じ
る

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、1
月
4
日（
金
）か
ら

2
月
1
日（
金
）ま
で
に
持
参
す

る
か
郵
送（
当
日
必
着
）し
て
く

だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
2
月
3
日（
日
）午

前
9
時
か
ら

■
試
験
会
場　
千
曲
坂
城
消
防
本
部

2
階
会
議
室　

＊
詳
細
は
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
総
務
課（
〒

３
８
９

－

０
８
０
６　
千
曲
市

大
字
磯
部
１
２
２
１
番
地
、
℡

０
２
６

－

2
7
5

－

2
1
2
2
）

千
曲
坂
城
消
防
組
合
嘱
託
職
員

（
事
務
補
佐
員
）
を
募
集
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ＦＡＸ

徳
川
家
康
・
秀
忠
ら
は
、
佐

渡
金
山
の
金
や
信
濃
の
材
木
な

ど
を
江
戸
城
下
町
建
設
に
使
う

た
め
に
、
信
濃
・
越
後
国
境
地

帯
を
家
康
の
六
男
忠
輝
を
介
し

直
接
支
配
の
体
制
を
と
っ
た
。

慶け
い
ち
ょ
う長

８
年（
１
６
０
３
年
）

松
平
忠
輝
を
下し

も
う
さ
の
く
に

総
国
佐
倉
藩
か

ら
信
濃
国
松
代
城
主
に
移
し
、

北
信
濃
４
郡（
更
級
・
埴
科
・

水み
の
ち内
・
高
井
郡
）の
藩
政
を
大

久
保
長
安
の
後
見
に
ま
か
せ

た
。
こ
の
翌
年
7
月
、
長
安
は

藩
内
の
寺
社
領
を
定
め
、
八
幡

村
百
石
を
更
科
郡
八
幡
宮
の
社

領
と
し
た
。

慶
長
11
年（
１
６
０
６
年
）

８
月
８
日
に
は
、
家
老
４
人
の

連
署
で
八
幡
宮
に
毎
年
の
祭
礼

（
大
頭
祭
な
ど
）の
開
催
を
命

じ
た
。
そ
の
時
の
木
製
の「
制

札
」
が
現
在
も
残
さ
れ
て
い

る（
写
真
１
）。
４
人
の
署
名
・

花か
お
う押
が
墨
で
記
さ
れ
た
貴
重
な

も
の
で
あ
る
。

慶
長
15
年（
１
６
１
０
年
）、

忠
輝
は
越
後
国
髙
田
藩
を
与
え

ら
れ
て
、
75
万
石
の
大
大
名
と

な
っ
て
福
嶋
城（
上
越
市
）に

入
っ
た
。
忠
輝
の
後
見
と
と
も

に
佐
渡
金
山
の
奉
行
も
務
め
た

長
安
は
、
同
年
９
月
に
、
八
幡

宮
に
金
銅
製
六
角
釣
燈
籠（
写

真
２
）を
寄
進
し
た
。
そ
の
釣

燈
籠
は
、
現
在
市
指
定
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
初
め
、
家
康
・

秀
忠
の
下
で
、
川
中
島
藩
主
松

平
忠
輝
と
大
久
保
長
安
の
権
勢

が
絶
頂
を
迎
え
た
時
期
の
貴
重

な
品
々
が
、
武
水
別
神
社
に
残

さ
れ
て
い
る
。

松
田
館
の

歴
史
探
訪

第8回
千
曲
市
文
化
財
保
護
審
議
会
長

井
原
　
今け

さ

お

朝
男

川
中
島
藩
主
松
平
忠
輝
の
木
製
制せ

い
さ
つ札

と
金こ

ん
ど
う
せ
い
つ
り
ど
う
ろ
う

銅
製
釣
燈
籠

      　写真1　
     　制　札
 【武水別神社所蔵】

 　　　　  写真2
　　金銅製六角釣燈籠
　　【武水別神社所蔵】

職　種 賃　金 勤務場所 勤務日数／月 勤務時間

①子育て
支援相談員

日額 
7,310円

更埴または
上山田子育
て支援セン
ター

20日 8:30～17：15
＊土・日曜日、祝日勤務有り

②児童クラブ
指導員

時給
850円

上山田児童
クラブ（上山
田小学校内）

要相談
月曜日から金曜日14:30～19：00

土曜日、休校日、長期休業期間 
8：00～19：00（交代勤務あり）

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
募
集
要
件　

①
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

免
許
が
あ
り
、
普
通
自
動
車
免
許

を
保
持
す
る
人

②
保
育
士
、
教
員
な
ど
の
資
格
を
有

す
る
人
が
望
ま
し
い

■
職
種
、
賃
金
、
勤
務
場
所
な
ど

　
下
表
の
と
お
り

■
勤
務
期
間　
４
月
１
日
か
ら
１
年

間
■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
希

望
す
る
職
種（
番
号
）を
記
入
の

う
え
、1
月
25
日（
金
）ま
で
に
持

参
す
る
か
、郵
送（
当
日
必
着
）し

て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
2
月
中
旬
～
下
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
戸
倉
庁
舎
・
こ
ど
も
未
来
課　

（
〒
３
８
９

－

０
８
９
２ 

千
曲
市

大
字
戸
倉
２
３
８
８
番
地
、
内
線

６
２
２
７
）

非
常
勤
職
員
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と

表　職種、賃金、勤務場所など

上
山
田
児
童
ク
ラ
ブ
）
を
募
集


